　　　　　　　　　　　課題研究　　取り組みの考え方　　　　　　　　
· 源内塾の課題研究は、大学との「共同研究」的な側面もありますが、源内塾の目的がプロジェクト開発ではなく人材育成であり、受講者の主体的な取り組みによる受講者自身のスキル・能力アップを通じ、問題解決能力やコミュニケーション能力を養うものです。

· しかし、人材を育成するそもそもの狙いは、育成すればそれで終るのでなく、育成された人材が、企業で、そして地域で活躍することが何より重要です。

· これから開始する課題研究は、受講者が当初目指した目標に向け、精力的に取り組み、課題研究を契機として、修了後、その成果を大学との共同研究や新製品・新事業に結び付けるなど、会社の業績に反映されることと考えています。
· なお、この課題研究を既に実施中の共同研究等開発プロジェクトと並行して実施する場合には、受講者は指導教員との面談機会を問題解決の足がかりの場と考え、その成果をプロジェクトに反映させるなど、開発を一層促進させて下さい。
· 以下、源内塾の課題研究に当たり、取り組むテーマ設定の考え方、指導教員制度の狙いや教員との接し方、成果の取り扱いについて、今一度確認していただき効果的に進めて下さい。
① まず、課題研究で取り上げるテーマですが、塾生が自ら抱えている業務上の課題や会社が長年懸案事項として抱えてきた問題点等、自らが現在担当している業務そのものか、または業務に密接に関係しているものにして下さい。
② 人材育成という観点から、テーマを設定するプロセスが育成要素の一つでると考えており、このテーマ設定が完了すれば、それで修了要件のうち、1件がクリアーします。希望する指導教員のイメージの伝え方、事務局との連絡調整の進め方、指導教員絞込みの手順、テーマの取りまとめの方法等一つ一つのプロセスを大切にして進めてください。
③ テーマ設定で大切なことは、（1）受講者だけでなく会社上司も交え、（2）取り組むテーマのねらい・背景、（3）達成したい目標、（4）克服すべき技術的な問題点、（5）目標に向けた開発の進め方、（6）これに必要な資源（資金、設備）などについて、十分意見交換していただき、それらを整理してください。また、これらを会社上司等関係者と共有することが重要です。なお、秘密事項がある場合、文書化に当たり、秘密事項の除外や抽象化など自らガードしてください。
④ 次に、指導教員との接し方ですが、③で整理した指導を受けたい知識や技術分野を明示し、取り組むテーマの設定理由･狙い・背景などを説明し、指導教員と共有できるようにしてください。
⑤　その上で、今後の進め方について、指導教員と十分協議・調整し、相互に合意の上で進めて下さい。指導教員は、あくまでも「助言者」です。教員との面談では、指導を受けたい事項を明確に示し、最終は受講者自身で判断するようにしてください。指導する先生への丸投げは絶対避けて下さい。
⑥ このように課題研究は、共同研究的な側面があり、課題の解決に向け精力的に取り組むことが重要ですが、あくまでも人材育成ですので、その観点から大学教員との信頼関係を築くことに重点を置き、指導に伴う成果は「おまけ」と考えて下さい。
⑦　とは言っても、課題研究では、それなりの成果を得ることも重要です。実施期間を1年4ヶ月という比較的長期に設定しており、腰を据えてじっくり取り組み、会社業務に貢献できるよう、目に見える形の成果を出すようにして下さい。目的は、あくまでも人材育成ですので、成果にこだわりすぎないよう、プロセスを重視して下さい。指導教員との面談、原則、毎月1回を忘れず実施するようにして下さい。
⑧　そして、このような定期的な面談を繰り返すことで、修了時点になれば、「今日の面談は、雑談で終わったね。」と言えるくらいの間柄を指導教員と築いてください。指導教員との面談によるコミュニケーションの中身について、回を重ねるごとに「充実」させるよう、意識しながら面談して下さい。
⑨　このような面談により、受講者が、大学と言う組織を知り、さらには、指導を受ける大学教員の個人的な人柄や見識なども理解し、相互に信頼できる関係を築くことが出来れば、大学教員からはプロジェクトの進捗に関係なく、タイムリーにより的確な指導が受けられると思います。例えば、気楽に雑談も行える雰囲気ができれば、思いもつかなかったアイデアや全く違った切り口からのアドバイスを受けることができると思います。
⑩　源内塾の課題研究は、このような信頼関係を築くことが最大の狙いです。受講者は、このような関係を如何にして築くのか、「人間力」が試されると思います。なお、修了の直前には、指導教員との信頼関係構築の有無等について、アンケート調査を行いますので、ご協力願いします。
⑫　繰り返しになりますが、源内塾は、人材育成が目的です。課題研究に伴う成果や目標達成状況等について、源内塾として取りまとめを行ったり、報告を求めたり、公表したりすることはありません。進捗状況の管理、成果の評価等は、派遣元企業の責任で実施・管理して下さい。（修了要件として、テーマの設定はありますが、その「成果の報告や評価」等はありません。）
　　以　上
